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亀山都市計画下水道の変更（亀山市決定） 

 

 都市計画流域関連亀山市公共下水道「２．排水区域」を次のように変更する。 

 

 

２．排水区域    

「排水区域は総括図表示のとおり」 

     （備考） 面積  汚水 約１，６８７ｈａ 

 

理由   

別紙理由書のとおり 

 



 

都 市 計 画 決 定 変 更 理 由 書 

 

「排水区域の変更」 

 流域関連亀山市公共下水道は平成５年度に排水区域面積として汚水約８０８ｈａ、

雨水約８０８ｈａで決定を行い、流域関連関町公共下水道については、平成９年度に

排水区域面積として汚水約１１７ｈａで各々の用途地域について決定を行った。 

 その後、市町合併に伴い下水道の名称の変更を行うとともに、事業進捗を図るため

用途地域外への下水道区域拡大を含めた排水区域の変更（汚水約８０８ｈａから約１，

７３９ｈａに拡大）や下水管渠の変更、その他の施設変更について決定を行った。 

 都市計画決定に伴う下水道整備については、都市計画法及び下水道法の事業計画を

拡大し、都市計画決定内で整備を進め、流域下水道幹線管渠の近郊及び人口密集地の

下流域の汚水管渠整備を優先し順次整備を行っており、事業計画区域については令和

７年度末で約１,１０２ｈａの整備が進み事業進捗を図っているところである。 

そのような中、亀山市都市マスタープランでは、下水道施設整備の方針として、公

共下水道については、最適な生活排水処理手法を定める亀山市生活排水処理アクショ

ンプログラム（以下「アクションプログラム」）に基づき、整備を推進することとし

ているとともに、アクションプログラムについては、社会・経済情勢の変化などに対

応するため、内容の点検を行い、必要な見直しを行うととしている。 

これらをふまえ、本市では、少子高齢化等に起因する長期的な人口減少傾向や、生

活排水処理施設（公共下水道、浄化槽、農業集落排水）全体での整備の効率性や経済

性等を考慮した排水区域の縮小のほか、現在、都市計画決定を行っている排水区域に

隣接する宅地等からの排水流入状況をふまえた排水区域の拡大を行う、アクションプ

ログラムの見直しを令和７年度に実施している。 

これらに基づき、亀山都市計画下水道における汚水の排水区域を約１，７３９ｈａ

から約１，６８７ｈａに変更するものである。 

 

 

 



亀山都市計画下水道の変更（亀山市決定） 新旧対照表 

 

亀山都市計画下水道の変更（亀山市決定）の新旧対照表を以下に示す。 

  なお，上段の赤書き（ゴシック斜体）は変更前，下段の黒書きは変更後の内容を

示す。 

 

１．下水道の名称 

  流域関連亀山市公共下水道 

 

２．排水区域 

  「排水区域は総括図表示のとおり」 

 （備考） 面積 （汚水 約１，７３９ｈａ） 

          汚水 約１，６８７ｈａ 

         雨水 約 ８０８ｈａ 

 

３．下水管渠 

汚  水 

名    称 
位       置 

備 考 
起   点 終   点 

井田川・能褒野 
１号汚水幹線 

亀山市井田川町 
字柿ノ木 

亀山市井田川町 
字柿ノ木 

 

「幹線管渠の位置は計画図表示のとおり」 

 

４．その他の施設 

汚  水 

名      称 位     置 備   考 

 井田川・能褒野第１汚水中継ポンプ場  亀山市田村町字名越 約 560m2 

「区域は計画図表示のとおり」 

 

 

 



都 市 計 画 決 定 の 変 更 理 由 書 
変更事項 変更理由 

排水区域の変更 
・南部処理区 

面積（汚水）約 1,739ha→約 1,687ha 
 
 

 

長期的な人口減少傾向や、生活排水処

理施設（公共下水道、浄化槽、農業集落

排水）全体での整備の効率性や経済性、

住民の意向等を考慮し、公共下水道区域

を浄化槽区域に変更したため、公共下水

道区域の一部を削除する。 

また、現在、区域外流入となっている

地区を公共下水道区域に追加する。 

 

 

 






